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（４）実施方法 

   各学校は、自己表現検査の実施上の手順を定め、次の事項に留意しながら、公正に実施します。 

ア 検査は、受検者全員に対して実施します。検査会場には、２人以上の教員を配置します。 

イ 形式は、個人やグループによる口述表現又は記述表現など、実施内容及び目的を踏まえ各学校で定

めます。 

ウ 検査時間は、形式にふさわしい時間を各学校で定めることとしますが、受検者にとって過度な負担

とならないよう配慮します。 

 

（５）評価方法 

ア 受検者１人に対し複数の評価者が評価にあたることとします。 

イ 評価及び評価の尺度は、観点ごとに、◎（優れている）、○（満足できる）、△（満足できる水準

を下回っている）の３段階を基本とします。ただし、必要に応じてプラス（＋）、マイナス（－）等

の幅を設け、評価の段階数及び評価の尺度を変えて、評価基準を設定することができます。そして、

評価基準に基づき評価し、点数化します。 

 

（６）自己表現検査にあたって 

ア 内容及び形式の設定にあたっては、人権尊重の視点や個人情報の保護を踏まえ適切なものとな

るよう設定します。 

イ 自己表現検査の内容は、各学校の特色ある教育活動に応じたものであることはもとより、自己表

現検査の内容により志願が大幅に制限されることがないよう配慮します。 

ウ 実施の目的から、教科ごとの学力検査や面接において測ることができない内容とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自己表現検査の目的 

→ 各学校の特色ある教育活動に応じた多面的な能力・適性を把握することを目的とします。 

 

○ 自己表現検査の内容 

→ 各学校の特色ある教育活動に照らして、自己の特性や優れた面を表現したものや、中学校ま

でに獲得した教科横断的な基礎的・基本的な知識・技能を広く活用した思考力・判断力・表

現力等を把握するための検査とし、受検者にとって過度な負担とならない検査内容としま

す。 

 → 教科ごとの学力検査や面接において測ることができない内容とします。 

ポイント 

 

２ 自己表現検査 

（１）目的 

各学校の特色ある教育活動に応じた多面的な能力・適性を把握することを目的とします。 

 

（２）内容 

   各学校の特色ある教育活動に照らして、自己の特性や優れた面を表現したものや、中学校までに獲得

した教科横断的な基礎的・基本的な知識・技能を広く活用した思考力・判断力・表現力等を把握するた

めの検査とし、受検者にとって過度な負担とならない検査内容とします。 

 

（例） 

○ 面接を実施する前（後）に行う、与えられたテーマに基づくスピーチ 

 → 面接の前に、「将来の自分と高校生活」をテーマに３分程度のスピーチを行う。 

 

○ 与えられたテーマに基づくグループ討論 

 → 福祉に関する与えられた課題について、５人程度の集団討論を行う。討論終了後、討論に基

づいた質問に答える。 

 

○ 与えられたテーマに基づく作文 

 → テーマ「あなたが人とコミュニケーションをとる時に、大切にしていることは何か」に対 

自分の考えを自分の体験や具体例を踏まえて、50分で600字以上800字以内で記述する。 

 

○ 与えられた課題に対して、提示された資料を活用した記述  など 

 → 総合的な学習の時間で「自然環境と人間のかかわり」について調べ、発表するという想定で、

提示された複数の資料（説明文、データ等）をすべて活用し、発表者の立場になって、自分の

考えを50分で800字程度で記述する。        

 

（３）評価の観点 

    各学校においては、自己表現検査の目的に基づき、次の例を参考にし、評価の観点を設定します。 

（例） 

○ 表現力（自己の特性、優れた面が理解されるような表現） 

    ○ 創造性（独創性、着眼点） 

    ○ 理解度（課題や特色内容に関する理解） 

○ 他者とのかかわり（意見の主張・尊重・調整） 

    ○ 情報活用能力（資料の理解度、活用度） 

     ○ 論理的思考力（論理的構成、知識・技能の活用力）  など 

    

 

○ 実技検査の目的 

→ 特色ある学科・コース・専攻等への志願者に対して、その資質を総合的に評価する観点か

ら、学科等の特性に応じた能力・適性を把握することを目的とします。 

 

○ 実技検査の内容 

→ 中学校で学習した基礎・基本的な事項をもとに、各校の特色ある教育活動に応じた個人の能

力・適性について把握するための検査とし、受検者にとって過度な負担とならない検査内容

とします。 

 → 教科ごとの学力検査や面接において測ることができない内容とします。 

ポイント 
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調査書の様式について 

 調査書は、中学校の学習や諸活動の記録を記載した大切な資料です。選考の数値算出に直接

関係するのは、各教科の学習の記録のなかの「評定」だけですが、そのほかの記載事項すべて

が、受検者が提出する『面接シート』とあわせて面接の際の参考資料となります。 

 新たに改善される入学者選抜制度では、中学生のときの活動の経歴や役職、大会等の記録、

各種資格の取得等、活動実績の点数化をなくすことにともない、「参考事項」欄（主に学校外

での実績を記載）と「特記事項」欄（各中学校第３学年の在籍者数の20％までの中学生に記

載）が調査書からなくなりました。 

平成 年 月 中学校

第 学年 入学 ・ 編入学

平成 年 月 中学校

年 月 日生

第 学年 転入学

学習活動の内容 活動状況及び所見

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断（・表現)

資料活用の技能(・表現)

社会的事象についての知識・理解

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能（表現・処理）

数量、図形などについての知識・理解

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考（・表現)

観察・実験の技能(・表現)

自然事象についての知識・理解

音楽への関心・意欲・態度

(音楽)表現の技能

鑑賞の能力

美術への関心・意欲･態度

発想や構想の能力

創造的な技能

鑑賞の能力

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての思考・判断

運動の技能

運動や健康・安全についての知識・理解

生活や技術への関心・意欲・態度

生活を工夫し創造する能力

生活の技能

生活や技術についての知識・理解

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

(外国語)表現の能力 中学校名

(外国語)理解の能力

言語や文化についての知識・理解 校長氏名

記載者氏名

音楽表現の創意工夫(音楽的な感受や表現の工夫)

各教科の学習の記録

観点別学習状況

総合的な学習の時間の記録

総合所見及び諸活動の記録

特別活動等の記録

学年

２
　
年

３
　
年

Ｂ

印

○

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

本書の記載事項に誤りがないことを証明する。

行動の記録及び所見

　委員会活動や学級行事において、常にリー
ダーシップを発揮し活躍した。特に、３年次に
は美化委員として清掃活動に積極的に取り夫ん
だ。
　柔道部では、目立った戦績はないが、部長と
して部員をよくまとめた。
　また、思いやりの気持ちにあふれており、友
人からの信明も厚い。

印Ａ

4

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

日
Ａ

平成

4

4

年 月

Ａ

Ａ

Ａ
5

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ
4

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

5

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

志願先
高等学校

Ａ

社
会 4

Ａ

Ｂ

Ａ

調    査    書

○○○○　○○○○

学
籍
の
記
録

卒業年月 平成

性別

高等学校

入学年月

転入学年月

○○○○

※

※

（×2.0)

美
術

保
健
体
育

計

小計

技
術
･

　
家
庭

外
国
語

（
英
語

）

理
科

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

数
学

Ａ

Ａ

3

3 3

2 3
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

3

※
受検番号

学習成績
一覧表の

番号

1

4

地域に住むさま
ざまな国の人々
を知る

国語係　（１年）
旅行委員（２年）
美化委員（３年）

文化祭実行委員（３年）

柔道部（１～３年）

○○
○○

○○立

科 (コース・部・専攻)

4

Ａ

Ｂ

5
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

4

３年
評価 評定 評価 評定

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

ふりがな

○○ ○ ○○

音
楽

生徒氏名

生年月日 平成

現住所

○○　○○

○○市○○○町　○丁目○番○号
　　○○マンション○○

Ｂ

Ａ

Ａ

国
語

教科

Ａ

Ｂ

Ａ

4

Ａ

２年

地域に住む諸外国の
人々へのインタビュー
をもとに、それぞれの
国の文化についてまと
め、工夫を凝らして発
表した。

○○○22

25 同　中学校 卒業見込・卒業

4

年 3 月

身近な環境問題
を考える

身近な環境問題とし
て、家庭のごみを取り
上げ、その分別の意味
と環境への影響につい
て、わかりやすくまと
めた。

 

学習の記録には、各教
科の「観点別学習状況
の評価」と「評定」が
記載されます。 

ここには、中学校３年
間での特別活動(学級
活動・生徒会活動・学
校行事)と部活動の所
属が記載されます。 

ここには、中学校３年間を通
じて、学校生活全般にわたる
行動の状況や優れた活動等に
ついて、具体的な事実をもと
に記載されます。 

【調査書の記入例】 

４．調査書について 

26



選考基準の公表について 

 入学者選抜制度改善方針では、課題であった選考基準の複雑化を軽減することも図りました。 

選考基準をわかりやすく公表できるよう、下記の形式でまとめることとし、遅くとも平成24年７

月発行予定の「平成25年度神奈川県公立高等学校入学者選抜 募集案内」に掲載する予定です。 

 

【面接における各校共通の評価の観点】
・入学希望の理由
・中学校での教科等に対する学習意欲

【全日制】 ・中学３年間での教科等以外の活動に対する意欲

第１次選考

学
習
の
記
録

(

評
定

)

学
力
検
査

面
　
　
接

特
色
検
査

学
力
検
査

面
　
　
接

特
色
検
査

○○ 普通科 英国数理社 3 4 3 - ― 5 5 - ― ○ ○ ○ ○ 協調性

○○ 普通科 英国数理社 3 5 2 3
調査書；英，国，数(×2)
学力検査；英(×2)，数(×
1.5)

8 2 3
英(×2)，数
(×2)

○ ○ ○

○○ 普通科 英国数理社 4 4 2 - ― 7 3 - ― ○ ○ ○

普通科専門コース

○○ ○○コース 英国数 3 4 3 4 調査書；美術(×2) 6 4 5 ― ○ ○ ○ ○

○○ ○○コース 英国数社 4 3 3 2 ― 4 6 2 ― ○ ○ ○ ○ ○

専門学科

○○ ○○科 英国数 4 3 3 2 ― 6 4 2 ― ○ ○ ○

○○ ○○科 英国数理社 4 4 2 - 学力検査；数，理(×1.2） 5 5 - ― ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○○科 英国数理社 5 3 2 2 ― 6 4 3 ― ○ ○ ○

単位制普通科

○○ 単位制普通科 英国数理社 4 3 3 -
学力検査；点数の高い２教
科(×1.5)

6 4 -
点数の高い２
教科(×1.5)

○ ○ ○
ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｽｸｰﾙの特色を生か
し、個性や才能を伸ばそ
うとする意欲

総合学科

○○ 総合学科 英国数理社 3 4 3 - ― 5 5 - ― ○ ○ ○ ○
学校・学科に対する興
味・関心

○○ 総合学科 英国数理社 3 5 2 -
学力検査；点数の高い２教
科(×1.6)

6 4 -
点数の高い２
教科(×2)

○ ○ ○ ○ ○

単位制専門学科

○○ 芸術科(音楽専攻) 英国数 4 3 3 5 調査書；音楽(×2) 2 8 5 ― ○ ○ ○ ○

クリエイティブスクール

学校名 学科名 提出書類

【定時制】（共通選抜）
○○ ○○科 英国数理 4 3 3 - ― 4 6 - ― ○ ○

○○ ○○科 英国数 4 4 2 - ― 5 5 - ― ○ ○

【定時制】（定通分割選抜）
○○ ○○科 英国数 4 4 2 - ― ○ ○ ○

多部制定時制

学校名 学科名 学力検査 提出書類

【通信制】
学校・学科名 選抜 提出書類

共通選抜

定通分割選抜

学校名 学科名等 学力検査

第２次選考

特色検査

―

自己表現検査

面接の評価の観点（学校ごとの観点）
比　率

重点化

比  率

重点化
(学力検査
のみ)

選　考　方　法 面接の観点

学
校
・
学
科
等
の
特
色
理
解

受
検
者
の
長
所
・
特
性

将
来
の
展
望

面
接
の
態
度

高
校
で
の
教
科
等
に
対
す
る
学
習
意
欲

高
校
で
の
教
科
等
以
外
の
活
動
意
欲

そ
の
他
の
観
点
の

内
容

○○ 普通科 面接，自己表現検査

①調査書における第２学年と第３学年の各教科の観点別学習状況
の評価項目の中で・・・点数化する。（●点満点）
②面接について、観点ごとに点数化し合計する。(●点満点)
③自己表現検査について、観点ごとに点数化し合計する。（●点
満点）
【選考】
①、②、③の資料を・・・・

・志望理由
・高校生活に対する意欲と
　積極性
・面接の態度 課題レポート

自己表現検査の観点

・積極性
・取組姿勢

選　考　方　法 面接の観点

○○ 単位制普通科 英国数

①調査書における第２学年と第３学年の各教科の観点別学習状況
の評価項目の中で・・・点数化する。（●点満点）
②学力検査について、合計点数を●点満点に換算する。
③面接について、観点ごとに点数化し合計する。(●点満点)
④自己表現検査について、観点ごとに点数化し合計する。（●点
満点）
【第１段階の選考】
　①、②、③、④の資料を・・・・
【第２段階の選考】
　②、③、④の資料を・・・・

・志望理由
・高校生活に対する意欲
・○○○○

特色検査

課題レポート
自己表現検査の観点

・コミュニケーションを
　とる力
・○○○○

実施する検査 選　考　方　法 面接または作文の観点

自己表現検査

○○

面接
①調査書の・・・・
②

・高校生活に対する意欲
・○○○○

作文
①調査書の・・・・
②

・高校生活に対する意欲
・○○○○

―

実技検査

自己表現検査

自己表現検査

―

自己表現検査

―

―

―

実技検査

―

―

実施する検査

―

 

 

 

【選考基準一覧（例）】 

 

 

 

５．選考基準について 
調査書の様式について 

 調査書は、中学校の学習や諸活動の記録を記載した大切な資料です。選考の数値算出に直接

関係するのは、各教科の学習の記録のなかの「評定」だけですが、そのほかの記載事項すべて

が、受検者が提出する『面接シート』とあわせて面接の際の参考資料となります。 

 新たに改善される入学者選抜制度では、中学生のときの活動の経歴や役職、大会等の記録、

各種資格の取得等、活動実績の点数化をなくすことにともない、「参考事項」欄（主に学校外

での実績を記載）と「特記事項」欄（各中学校第３学年の在籍者数の20％までの中学生に記

載）が調査書からなくなりました。 

平成 年 月 中学校

第 学年 入学 ・ 編入学

平成 年 月 中学校

年 月 日生

第 学年 転入学

学習活動の内容 活動状況及び所見

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考・判断（・表現)

資料活用の技能(・表現)

社会的事象についての知識・理解

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能（表現・処理）

数量、図形などについての知識・理解

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考（・表現)

観察・実験の技能(・表現)

自然事象についての知識・理解

音楽への関心・意欲・態度

(音楽)表現の技能

鑑賞の能力

美術への関心・意欲･態度

発想や構想の能力

創造的な技能

鑑賞の能力

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての思考・判断

運動の技能

運動や健康・安全についての知識・理解

生活や技術への関心・意欲・態度

生活を工夫し創造する能力

生活の技能

生活や技術についての知識・理解

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

(外国語)表現の能力 中学校名

(外国語)理解の能力

言語や文化についての知識・理解 校長氏名

記載者氏名

音楽表現の創意工夫(音楽的な感受や表現の工夫)

各教科の学習の記録

観点別学習状況

総合的な学習の時間の記録

総合所見及び諸活動の記録

特別活動等の記録

学年

２
　
年

３
　
年

Ｂ

印

○

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

本書の記載事項に誤りがないことを証明する。

行動の記録及び所見

　委員会活動や学級行事において、常にリー
ダーシップを発揮し活躍した。特に、３年次に
は美化委員として清掃活動に積極的に取り夫ん
だ。
　柔道部では、目立った戦績はないが、部長と
して部員をよくまとめた。
　また、思いやりの気持ちにあふれており、友
人からの信明も厚い。
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Ａ
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Ａ
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Ｂ
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Ｂ

Ｂ
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録

卒業年月 平成

性別

高等学校

入学年月

転入学年月

○○○○

※
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庭
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Ａ
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Ｂ

Ｂ

Ｂ
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3

※
受検番号

学習成績
一覧表の

番号

1

4

地域に住むさま
ざまな国の人々
を知る

国語係　（１年）
旅行委員（２年）
美化委員（３年）

文化祭実行委員（３年）

柔道部（１～３年）

○○
○○

○○立

科 (コース・部・専攻)

4

Ａ

Ｂ

5
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

4

３年
評価 評定 評価 評定

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

ふりがな

○○ ○ ○○

音
楽

生徒氏名

生年月日 平成

現住所

○○　○○

○○市○○○町　○丁目○番○号
　　○○マンション○○

Ｂ

Ａ

Ａ

国
語

教科

Ａ

Ｂ

Ａ

4

Ａ

２年

地域に住む諸外国の
人々へのインタビュー
をもとに、それぞれの
国の文化についてまと
め、工夫を凝らして発
表した。

○○○22

25 同　中学校 卒業見込・卒業

4

年 3 月

身近な環境問題
を考える

身近な環境問題とし
て、家庭のごみを取り
上げ、その分別の意味
と環境への影響につい
て、わかりやすくまと
めた。

 

学習の記録には、各教
科の「観点別学習状況
の評価」と「評定」が
記載されます。 

ここには、中学校３年
間での特別活動(学級
活動・生徒会活動・学
校行事)と部活動の所
属が記載されます。 

ここには、中学校３年間を通
じて、学校生活全般にわたる
行動の状況や優れた活動等に
ついて、具体的な事実をもと
に記載されます。 

【調査書の記入例】 

４．調査書について 
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 また、「募集案内」には、従来は11月に発行する「志願の手引き」に掲載していた特色検査の

概要についても下記の形式で掲載する予定です。 
 

学校名 学科・コース等

○○ ○○科

○○ ○○コース

○○ ○○コース

○○ ○○科

○○ ○○科

○○ ○○科

○説明文を読み、提示された資料を活用し、与えられた課題に対して、中学校までの学習の成果を生かして、
Ａ４サイズ１枚程度の用紙に記述する。

自己表現検査

実施する検査

実技検査

○面接の前に「将来の自分と高校生活」をテーマに３分程度のスピーチを行う。
　・パフォーマンスや作品の提示は行わない。

・曲の完成度
・演奏の表現
・演奏の技術

実技検査

自己表現検査

○与えられた題材を鉛筆でデッサン(素描)する。
○鉛筆（ＨＢ～４Ｂのうちから各人必要な本数）、消しゴム(練りゴム可)を持参する。
○題材および用紙(Ｂ４画用紙)は学校で用意する。
○時間は50分とする。

○福祉に関する与えられた課題について、５人程度の集団討論を行う。討論終了後、討論に基づいた質問を行
う。

・理解度
・表現構成力
・入学意欲

自己表現検査

自己表現検査

○論述表現またはプレゼンテーションとし、志願の際、所定の様式にて特色検査出願書を提出する。
○論述表現は、400字程度で、○○科の指導方針・指導内容と志願動機に関わるものをテーマとし、題目は検
査当日に指示する。
○プレゼンテーションは、部活動・趣味・特技、研究発表等について、10分程度で行う。内容・形式は自由と
するが、発表に必要な資料・用具等については各自で用意すること。

①任意のクラシック系の独唱または独奏曲を演奏する。
②入学後に専門とする楽器または声楽で受検する(作曲を専門とする志願者は、ピアノで受検する)。また、電
子、電気楽器は、電子オルガン以外は不可とする。
③暗譜とする。伴奏付きの曲の場合も伴奏なしで演奏する。
④２分程度の演奏部分をあらかじめ各自で決めておき、楽譜を提出する。
※詳細については、本校で配付する「実技検査受検の案内」を入手してください。
　℡ △△△-△△△-△△△△ (県立○○高等学校)

検査の概要評価の観点

・表現力
・情報活用能力

・完成への意欲
・創造性
・基本的な技能力

・他者とのかかわり
・理解力

・表現の内容
・自己理解

 

【特色検査の概要(例)】 
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６．Ｑ＆Ａ 

１．選抜機会について 

 

Ｑ：今まで２回あった選抜の機会は、今後どうなるのですか？ 
 

Ａ： 従来の前期選抜と後期選抜の特性を生かして一体化し、「共通選抜」としました。「共通選

抜」では、共通の検査として学力検査と面接を実施します。（クリエイティブスクール及び通信

制では、学力検査を行いません。） 

夜間の定時制及び通信制では、共通選抜の合格発表の日以降に「定通分割選抜」の機会を設け

ています。定通分割選抜は、国公私立高校（高等専門学校を含む）の合格者となっている場合に

は、入学手続きの有無に関わらず志願できません。 

なお、すべての課程の高校の学科において、欠員の状況に応じて、二次募集を実施する場合が

あります。 

 

Ｑ：二次募集は必ず実施されるのですか？ 
 

Ａ： 二次募集は、全日制では共通選抜の合格発表の日以降に、定時制及び通信制では定通分割選抜

の合格発表の日以降に募集定員に欠員の状況に応じて実施する場合があります。二次募集の実施

の有無については、それぞれの選抜の合格発表の日に教育委員会から発表されます。 

なお、国公私立高校（高等専門学校を含む）の合格者となっている場合には、入学手続きの有

無に関わらず志願できません。 

 

２．学力検査について 

 

Ｑ：各学校の学力検査の教科数や実施教科はいつわかりますか？ 
 

Ａ： 各学校の学科・コース等ごとの学力検査実施教科は、平成24年７月に発行予定の「平成25年度

神奈川県公立高等学校入学者選抜 募集案内」で公表する予定です。 

 

Ｑ：学力検査は、すべての学校で同じ問題になりますか？ 
 

Ａ： 課程ごとに共通の問題で実施します。 

全日制では、５教科ともすべての学校で同じ問題となります。今まで全日制の一部の高等学校

で実施していた独自問題による学力検査は実施しません。 

定時制では、原則として実施することとなっている３教科（外国語(英語)、国語、数学）につ

いて、すべての学校で同じ問題となります。 

 

Ｑ：出題の範囲はどうなるのですか？ 
 

Ａ： 今までどおり、中学校学習指導要領に示された内容に基づき出題します。 

 

Ｑ：各教科の満点は何点ですか？ また、検査時間は変わりますか？ 
 

Ａ： 共通選抜では、全日制・定時制とも、各教科の満点は100点です。また、学力検査時間は、共通

選抜では各教科50分です。定通分割選抜では30分です。 

 

 また、「募集案内」には、従来は11月に発行する「志願の手引き」に掲載していた特色検査の

概要についても下記の形式で掲載する予定です。 
 

学校名 学科・コース等

○○ ○○科

○○ ○○コース

○○ ○○コース

○○ ○○科

○○ ○○科

○○ ○○科

○説明文を読み、提示された資料を活用し、与えられた課題に対して、中学校までの学習の成果を生かして、
Ａ４サイズ１枚程度の用紙に記述する。

自己表現検査

実施する検査

実技検査

○面接の前に「将来の自分と高校生活」をテーマに３分程度のスピーチを行う。
　・パフォーマンスや作品の提示は行わない。

・曲の完成度
・演奏の表現
・演奏の技術

実技検査

自己表現検査

○与えられた題材を鉛筆でデッサン(素描)する。
○鉛筆（ＨＢ～４Ｂのうちから各人必要な本数）、消しゴム(練りゴム可)を持参する。
○題材および用紙(Ｂ４画用紙)は学校で用意する。
○時間は50分とする。

○福祉に関する与えられた課題について、５人程度の集団討論を行う。討論終了後、討論に基づいた質問を行
う。

・理解度
・表現構成力
・入学意欲

自己表現検査

自己表現検査

○論述表現またはプレゼンテーションとし、志願の際、所定の様式にて特色検査出願書を提出する。
○論述表現は、400字程度で、○○科の指導方針・指導内容と志願動機に関わるものをテーマとし、題目は検
査当日に指示する。
○プレゼンテーションは、部活動・趣味・特技、研究発表等について、10分程度で行う。内容・形式は自由と
するが、発表に必要な資料・用具等については各自で用意すること。

①任意のクラシック系の独唱または独奏曲を演奏する。
②入学後に専門とする楽器または声楽で受検する(作曲を専門とする志願者は、ピアノで受検する)。また、電
子、電気楽器は、電子オルガン以外は不可とする。
③暗譜とする。伴奏付きの曲の場合も伴奏なしで演奏する。
④２分程度の演奏部分をあらかじめ各自で決めておき、楽譜を提出する。
※詳細については、本校で配付する「実技検査受検の案内」を入手してください。
　℡ △△△-△△△-△△△△ (県立○○高等学校)

検査の概要評価の観点

・表現力
・情報活用能力

・完成への意欲
・創造性
・基本的な技能力

・他者とのかかわり
・理解力

・表現の内容
・自己理解

 

【特色検査の概要(例)】 
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３．面接について 

 

Ｑ：面接シートとは何ですか？ 
 

Ａ： 受検者が、面接の「共通の観点」である入学希望の理由、中学校での学習意欲、中学３年間の

教科等以外の活動意欲及び自分の長所などを記載して、志願の際に入学願書とともに提出する書

類です。面接シートは、中学校から提出される調査書とともに、面接の際の参考資料とします。 

 

４．特色検査について 

 

Ｑ：特色検査とは、どのようなものですか？ 
 

Ａ： 各学校の特色に応じて、教科ごとの学力検査や面接では測ることのできない総合的な能力や特

性をみるために学校が実施することができる検査で、「実技検査」と「自己表現検査」がありま

す。 

   「実技検査」では、美術系の学科（コース）におけるデッサン、体育系の学科（コース）にお

ける選択したスポーツ種目の実技などが例として挙げられます。また、「自己表現検査」は、与

えられたテーマに基づくスピーチ、与えられたテーマに基づく作文等が例として挙げられます。 

   なお、特色検査を実施する高校や各校の検査の概要については、「募集案内」で公表する予定

です。 

 

５．特別な設置趣旨を持つ高校の選抜について 

 

Ｑ：特別な設置趣旨を持つ高校の選考方法はどうなるのですか？ 
 

Ａ： 全日制のクリエイティブスクール（県立田奈高校、県立釜利谷高校及び県立大楠高校）では、

学力検査は実施しません。また、調査書については、学習の記録のうち評定は選考資料とせず、

観点別学習状況の評価を資料とします。 

   定時制の県立相模向陽館高校においては、学力検査は実施しますが、調査書の学習の記録では、

評定については選考資料とせず、観点別学習状況を活用する場合があります。 
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６．活用する資料について 

 

Ｑ：共通選抜では、各学校が活用する選考の際の資料と取り扱う割合はどうなるのですか？ 
 

Ａ： 調査書の評定、学力検査の結果及び面接の結果を選考の際の共通の資料とします。各学校の特

色に応じて、特色検査を実施する学校は、その結果も選考資料とします。 

第１次選考においては、選考の資料を各校で設定した比率に基づいて合計値を算出します。 

第２次選考では、資料の整わない受検者にも配慮して、調査書の評定は資料とせず、各校で設

定した比率に基づいて合計値を算出します。 

特色検査を行う学校・学科は、第１次選考･第２次選考のどちらにおいても、その結果も選考の

資料として活用します。 

各校の選考資料の取扱いの比率は、「募集案内」で公表する予定です。 

なお、通信制では、学力検査は行わず面接または作文及び必要に応じて特色検査を実施して、

調査書と実施したすべての検査を選考の資料として総合的に選考します。 

 

Ｑ：調査書と学力検査の重点化についてはどうなるのですか？ 
 

Ａ： 調査書の評定は、第１次選考においてのみ、各教科の［第２学年の評定＋第３学年の評定×

２］の数値を３教科まで２倍を限度として重点化することがあります。 

学力検査の結果は、第１次選考・第２次選考でそれぞれ２教科まで２倍を限度に重点化するこ

とがあります。 

重点化の内容については、「募集案内」で公表する予定です。 

 

Ｑ：調査書の記載事項の扱いはどうなるのですか？ 
 

Ａ： 調査書の「特記事項」欄は、記載対象者が中学校３年生在籍者数の20%以内という相対的な評価

となっていたことからなくします。また、今回の改善制度では、調査書の記載事項における活動

実績や資格取得等を点数化して評価することは行わず、面接において、取組みを踏まえた活動意

欲を把握することとしたため、これまで主に学校外での実績を記載していた「参考事項」欄もな

くしました。 

 

 

Ａ： 「資料の整わない受検者」については、第１次選考では、活用できる資料をもとに選考を行い

ます。第２次選考では、調査書の評定は使わずに実施したすべての検査の結果を資料として選考

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：「資料の整わない受検者」はどのように選考を行うのですか？ 

 

 

３．面接について 

 

Ｑ：面接シートとは何ですか？ 
 

Ａ： 受検者が、面接の「共通の観点」である入学希望の理由、中学校での学習意欲、中学３年間の

教科等以外の活動意欲及び自分の長所などを記載して、志願の際に入学願書とともに提出する書

類です。面接シートは、中学校から提出される調査書とともに、面接の際の参考資料とします。 

 

４．特色検査について 

 

Ｑ：特色検査とは、どのようなものですか？ 
 

Ａ： 各学校の特色に応じて、教科ごとの学力検査や面接では測ることのできない総合的な能力や特

性をみるために学校が実施することができる検査で、「実技検査」と「自己表現検査」がありま

す。 

   「実技検査」では、美術系の学科（コース）におけるデッサン、体育系の学科（コース）にお

ける選択したスポーツ種目の実技などが例として挙げられます。また、「自己表現検査」は、与

えられたテーマに基づくスピーチ、与えられたテーマに基づく作文等が例として挙げられます。 

   なお、特色検査を実施する高校や各校の検査の概要については、「募集案内」で公表する予定

です。 

 

５．特別な設置趣旨を持つ高校の選抜について 

 

Ｑ：特別な設置趣旨を持つ高校の選考方法はどうなるのですか？ 
 

Ａ： 全日制のクリエイティブスクール（県立田奈高校、県立釜利谷高校及び県立大楠高校）では、

学力検査は実施しません。また、調査書については、学習の記録のうち評定は選考資料とせず、

観点別学習状況の評価を資料とします。 

   定時制の県立相模向陽館高校においては、学力検査は実施しますが、調査書の学習の記録では、

評定については選考資料とせず、観点別学習状況を活用する場合があります。 
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７．特別募集について 

 

Ｑ：特別募集はどうなるのですか？ 
 

Ａ： 海外帰国生徒特別募集、在県外国人等特別募集については、ともに現行の選抜制度に準じて実

施します。また、中途退学者募集についても現行の選抜制度に準じて実施します。 

 

８．特別な事情がある受検者への配慮事項について 

 

Ｑ：受検にあたって特別な事情がある受検者への配慮はありますか？ 
 

Ａ： 日本語を母語としていない海外から移住してきた人（原則として移住後６年以内）や障害等に

より、通常の学力検査、面接または特色検査等の受検が困難な人については、現行どおり、入学

願書提出に先立ち中学校長が高等学校長に「受検方法等申請書」を提出し、承認を受けることで

申請に基づいた選考の取扱い方法により受検することができます。 

   なお、申請できる配慮事項は、中学校における配慮内容を基本とします。 

 

９．入学者選抜の日程について 

 

Ｑ：入学者選抜の日程はどうなるのですか？ 
 

Ａ： 現行の後期選抜と同じ時期（２、３月）を中心に検討を進めています。詳しい日程については

「募集案内」に掲載する予定です。 
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「神奈川県公立高等学校入学者選抜制度改善方針」、本冊子「神奈川県公立高等学校入

学者選抜制度改善方針 説明資料」（平成23年12月中旬公開予定）は、下記の教育局教

育指導部高校教育企画課のホームページの「入学者選抜制度の検討について」よりご覧

いただけます。 

http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f160358/ 

今後の入学者選抜に関する情報（予定） 
 

 

◆平成24年７月「平成25年度神奈川県公立高等学校入学者選抜 募集案内」を  

県内公立中学校3年生全員に配付 

◇入学者選抜の実施日程 

◇各学校の面接の観点 

◇各学校の資料の取扱い比率 

◇特色検査の実施校とその内容 など  

 

◆平成24年11月「平成25年度神奈川県公立高等学校入学者選抜 志願の手引き」を

県内公立中学校3年生全員に配付 

◇各学校の募集定員 など 
 

その他、入学者選抜に関する情報は、高校教育企画課のホームページでご覧いただ

けます。 

http://www.pref.kanagawa.jp/div/4025/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        神奈川県公立高等学校入学者選抜制度改善方針 説明資料 
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